
利
根
沼
田
署
で
は
地
元
猟
友
会
と
連
携

し
、
国
有
林
野
内
で
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
獣

害
対
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
捕

獲
協
定
を
11
月
２
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
26
年
度
に
「
群
馬
県
利

根
沼
田
地
域
鳥
獣
被
害
対
策
推
進
会
議
」

が
設
立
さ
れ
、
当
署
と
猟
友
会
が
構
成
員

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
推
進
会
議
」
の

設
置
目
的
で
あ
る
「
利
根
沼
田
地
域
の
関

係
機
関
等
の
連
携
を
図
り
、
被
害
対
策
を

効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
」
の
一
つ
の
方

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

特
に
、
当
署
に
お
い
て
は
管
内
の
森
林

面
積
の
約
64
％
を
国
有
林
が
占
め
る
た
め
、

国
有
林
野
内
で
効
率
的
に
捕
獲
す
る
こ
と

が
地
域
の
農
林
業
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
有
効
で
す
。

初
め
て
取
り
組
ん
だ
26
年
度
か
ら
、
国

有
林
林
道
ゲ
ー
ト
の
貸
付
要
件
を
緩
和
し

た
２
年
目
の
昨
年
度
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
２

３
２
頭
、
イ
ノ
シ
シ
１
２
９
頭
と
捕
獲
頭

数
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
無
事
故
で
狩
猟
期
を
終
え
る

こ
と
を
重
点
に
、
狩
猟
期
間
が
昨
年
の
２

月
15
日
か
ら
２
月
末
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ

ノ
シ
シ
に
限
る
。
）
に
延
長
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
昨
年
以
上
の
成
果
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
事

業
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
有

林
野
の
管
理
経
営
に
役
立
て
て
い
く
た
め
、

一
般
公
募
に
よ
る
70
名
の
方
に
国
有
林
モ

ニ
タ
―
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
広
報

誌
や
森
林
・
林
業
に
関
す
る
資
料
を
毎
月

お
送
り
す
る
と
と
も
に
、
年
２
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
会
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
会
議
は
９
月
27
日

に
茨
城
森
林
管
理
署
管
内
で
開
催
し
、
16

名
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
林
業
・
木
材
産
業
に
つ
い
て

実
際
に
現
場
を
見
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
国
有
林
内
で
の
丸
太
生
産
の

様
子
や
、
多
く
の
木
材
関
連
施
設
が
立
地

し
て
い
る
宮
の
郷
工
業
団
地
内
の
製
材
工

場
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
、
原
木
市

場
を
視
察
し
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
は
、
次

の
よ
う
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
伐
採
か
ら
製
材
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を

視
察
で
き
、
大
変
良
い
機
会
で
し
た
。

・
林
地
残
材
な
ど
を
利
用
し
た
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
は
様
々
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
、

資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
は
、
今
後
の

国
有
林
事
業
に
活
か
せ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
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３
回
目
と
な
る
猟
友
会
と
の

ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
捕
獲
協
定
の
締

結

利
根
沼
田
森
林
管
理
署

今
月
の
表
紙

「
『
山
の
日
』
イ
ベ
ン
ト
」

福
島
森
林
管
理
署
で
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
、
福
島
市
土
湯
温
泉
近
く
の
国
有

林
内
森
林
公
園
「
き
ぼ
っ
こ
の
森
」

（
“
き
ぼ
っ
こ
”
と
は
、
“
こ
け
し
”
の

こ
と
で
す
。
）
に
お
い
て
樹
木
博
士
へ
の

認
定
試
験
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
一
般
60
名
の
家
族
を
公
募
し
、

今
年
か
ら
祝
日
と
な
っ
た
「
山
の
日
」
の

８
月
11
日
に
「
親
子
『
子
ど
も
樹
木
博
士
』

チ
ェ
レ
ン
ジ
２
０
１
６
」
と
銘
打
っ
て
、

樹
木
博
士
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

試
験
木
に
は
、
遊
歩
道
沿
い
の
樹
皮
や

葉
・
使
わ
れ
る
用
途
・
匂
い
な
ど
特
徴
の

あ
る
樹
木
15
種
を
選
定
し
、
試
験
前
の
勉

強
会
（
写
真
左
上
）
で
は
若
手
職
員
が
判

り
や
す
い
解
説
に
苦
心
し
な
が
ら
担
当
し

ま
し
た
。
試
験
（
写
真
右
上
）
で
は
15
名

が
満
点
と
な
り
、
参
加
者
全
員
に
当
署
長

か
ら
樹
木
博
士
に
認
定
す
る
賞
状
を
授
与

し
て
終
了
（
写
真
下
）
し
ま
し
た
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課

木質バイオマス発電所の視察


